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第５章 

 

公的資金による研究例 
 

 

 

本分野に関する数少ない公的資金による研究の内の２つの例を本章に示す。 

1．科学技術振興費「多様同時計測による生体機能解析法の研究」 

   1995～9 年度（5 年間）実施、年平均約 1,500 万円（人件費含） 

２．一新パラダイム創成に向けて一「試行的研究プログラム」 

 2000～2 年度（3 年間）実施、年平均約 1 億円（人件費含） 

この 2 つ以外にも、ごく少数の例があったようだ。 

 

米国で年間 300 億円程の予算が分配されている、 

代替医療の分野では、近年日本でも明るい兆しが見えてきた。 

文部科学省科学研究費の募集の内科の中に、代替医療の文字が入った。 

「21 世紀 COE プログラム」の拠点に、富山医科薬科大学が 

「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の課題で選定された。 

2003 年 12 月に、内閣府所管の「総合科学技術会議」にて、 

「科学技術振興調整費」の「重要課題解決型研究等の推進」中の 

「科学技術政策に必要な調査研究」の１つとして 

「代替医療の科学的評価手法の開発」が明記され、 

文部科学省の 2004 年度予算配分（約 3 千万円）として、公募された。
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＊Fig.3-9は本報告の英語版 (JISLIS 

Vol.18,No.1,March 2000)に掲載。 
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科学技術振興事業団 異分野研究者交流促進事業 

試行的研究プログラム 

－新パラダイム創成に向けて－ 

2000～2002年度に実施 

 

財団法人 未来工学研究所 所長・常務理事 長谷川 洋作  

企画委員会 委員長 渥美 和彦 (東京大学名誉教授) 

 

研究課題一覧 

 

 

課題 1 潜在能力の物理生理学による実証的研究 

課題代表者 山本幹男 放射線医学総合研究所 

重粒子医科学センター 上席研究員 

 

小課題と研究代表者 

 

1.1  多様計測による特殊生体機能に関する研究 

山本幹男 放射線医学総合研究所 

重粒子医科学センター 上席研究員 

 

1.2  PET による潜在能力の計測に関する研究 

伊藤正敏 東北大学 

サイクロトロン RI センター 核医学研究部 教授 

 

1.3  脳波による生命情報の計測に関する研究 

河野貴美子 日本医科大学 情報科学センター 研究員 
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1.4  精神神経内分泌免疫学による潜在能力の分析に関する研究 

樋口雄三  東京工業大学大学院 理工学研究科 

工学基礎科学講座協調分野 教授 
 

 

課題 2 伝統的健康法および心身鍛練法の人体科学的研究 

課題代表者 町 好雄 東京電機大学 電子工学科 教授 

  

小課題と研究代表者 
 
2.1 気功等の呼吸関連性の計測に関する研究 

町 好雄 東京電機大学 工学部 電子工学科 教授 

 

2.2 電気パルスや音声解析等による気功等の計測に関する研究 

木戸眞美 東北学院大学 教養学部 教授 

 

2.3 伝統的健康法の身体効果の計測に関する研究 

青木孝志 中部大学 工学部 情報工学科 教授 

 

2.4 特殊感覚の医学利用に関する基礎的研究 

福岡博史 医療法人明徳会 理事長 

 

 

課題 3 精神心理療法に関する基礎的研究 

課題代表者 内山明彦  早稲田大学理工学部 

        電子・情報通信学科 教授 
 
 

 

課題の説明 
 

 

課題 1 潜在能力の物理生理学による実証的研究 

山本幹男（放射線医学総合研究所） 
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 人間の「潜在能力」に関し、種々の物理測定器や生理的計測と解析方

法等によって科学的・実証的に研究し、その実態を明確化させ、機構や

原理の解明のための糸口を見出だし、21 世紀の新パラダイム創成の基

盤を築くことを目的とする。 

 本研究では、最新の体内機能画像化法であるポジトロン CT（PET）

や機能的磁気共鳴画像化法（fMRI）と共に脳波などによる脳機能計測、

基礎代謝計測、免疫能分析、生物フォトンなどの生体放射計測などによ

って、「潜在能力」の現象、特性、指標、影響および効果の一部を実証

的に明らかにする。 

 「潜在能力」と関係する、気功法、瞑想法、リラクゼーション法、イ

メージ想起法、特異能力、速読、などを研究対象とする。 

 

1.1 多様計測による特殊生体機能に関する研究 

山本幹男 （放射線医学総合研究所） 

 

 特に「潜在能力」と関係の深い、特殊生体機能に焦点を絞り研究する。 

 多様な計測手段として、極微弱可視光、赤外線、電波、放射線、磁場、

電場、音波、振動などの物理検出器や、脳波、MRI、心拍、脈波、血流、

体表面温度、皮膚電気伝導度、などの生理的測定機器などを用いる。 

 暗示や心理的効果が実験結果に入り込まないように、可能な限り次の

手法に努める。 1.二重盲検法、  2.ランダム化、 3.多数の実験データ

の統計解析。 

 

1.2 PET による潜在能力の計測に関する研究 

伊藤正敏 （東北大学） 

 

 人間の能力が現在、我々が理解している範囲にとどまるか、それとも、

理解を超えた潜在能力が存在しているかを解明することを目的としてい

る。潜在能力とは、人類の進化の段階で失ってきた動物的なものが特殊

な人々に潜在的に発現したと考えることもできるが、進化の過程で未来

を先取りしたものである可能性も考えられる。いずれにしても、潜在能

力を無視するのではなく、科学的にアプローチすることが重要である。 

 我々が日常行っている認知、思考等は、大脳新皮質の働きにより実行

される。しかし、新皮質は、脳の構造の中の一部に過ぎず、脳は、重層

構造をなしていることが知られている。つまり、脳は、膨大な作業を意
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識の介在なしに自律的に行っている。潜在能力とは、このような意識下

の働きの特殊なものと理解するのが適当である。現在の科学技術、特に

PET を中心とした画像医学的手法を用いて、意識下の脳活動の解明をめ

ざす。 

 

1.3 脳波による生命情報の計測に関する研究 

河野貴美子 （日本医科大学） 

 

 特殊能力発揮に伴う計測可能な生命情報 として、脳からの情報は極め

て重要である。計測に際しては被験者の精神的負担を可能な限り少なく

する必要があり、各種脳計測の中で脳波は最も有力な手段といえる。し

かし、通常の時系列解析や周波数解析のみでは、精神状態の微妙な変化

を検出することは難しく、多種多様かつ回数を重ねての計測と解析法の

工夫が求められる。 

 本研究では通常の認知過程を経ない種々精神作用における脳の機能を

脳波から探り、特殊能力発揮時の意味ある指標を導き検討する。これに

より、脳における新たな機能の解明とその応用、将来的には新しいコン

ピュータなど情報科学の発展にも寄与することが期待されるものである。 

 

1.4 精神神経内分泌免疫学による潜在能力の分析に関する研究 

樋口雄三 （東京工業大学） 

 

 近未来において、精神世界の研究は避けてとおれず、ヒトの有する潜

在能力を引き出し、コントロ－ルし得る可能性がある。気功、瞑想、変

性意識などについての科学的研究が待たれている。 

 本研究では、神経内分泌免疫学の立場からこれらについて検討する。

具体的には、気功、瞑想、変性意識などの前後における血中コルチゾ－

ル、アドレナリン、ノルアドレナリン、ド－パミン、エンドルフィン、

NK 細胞活性、インタ－ロイキンなどを測定し、内分泌免疫動態につい

て明らかにする。 

 

課題 2 伝統的健康法および心身鍛練法の人体科学的研究 

町 好雄 （東京電機大学） 
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 この研究課題は伝統的医療や心身鍛練法をも含め、新しい技術で人体

科学的手法により評価し、何が重要であるかを明らかにしたい。 

 伝統的医療としては気功、鍼治療、呼吸法、アロマテラピーなどであ

るが、この研究法として現代的な方法である生理測定によって解明を行

う。また、この研究の結果を応用することも重要であり、IT 時代の今日、

コンピュータを使うことで疲労が増すが、それを軽減するための疲労の

計測、それを少なくすることの工夫が必要である。これらの分野はヒュ

ーマンコンピュータインターフェイス（HCI）と言われる分野でこれら

の分野の研究は遅れており、このような応用も視野に入れている。 

 

2.1 気功等の呼吸関連性の計測に関する研究 

町 好雄 （東京電機大学） 

 

 気功、鍼、呼吸法、アロマテラピー、マッサージ、スポーツ、武道に

おける気、特異な気の応用の研究について生理的な手法を用いて広くサ

ーベイ研究を行う。3 年間で成果をあげやすいテーマに絞っていく。 

 特に、従来の研究から伝統的な医療では呼吸が大切であることがわか

ってきた。そこで呼吸を意識的にコントロールすることで生理がどのよ

うに変化するかについて調べたい。また、リラックスする各種の方法の

効果についても調べたい。スポーツにおいても成績向上のためにどのよ

うな生理指標を用いれば有用であるかを調べたい。 

 

2.2 電気パルスや音声解析等による気功等の計測に関する研究 

木戸眞美 （東北学院大学） 

 

 気功や瞑想などの生体変化を単一矩形パルス法や近赤外線分光などに

より中枢と末梢で生理理計測を行い、その機構や心身相関を明らかにす

る。 

 また、異なる種類の気功などにおけるイメージの有無や遠隔治療効果

も研究する。さらに、武道気功などの音声解析を行い意識との関連も調

べる。 

 

2.3 伝統的健康法の身体効果の計測に関する研究 

青木孝志 （中部大学） 

  



試行的研究プログラム－新パラダイム創成にむけて－ 

 

2004 年 3 月 13 日発行本「潜在能力の科学」からの転載 

肩書き等は当時のものです。 

 

 

丹田呼吸法・ヨーガ呼吸法・笑い呼吸法・軽労作・EOR・MEIL 等によ

る生体刺激の効果を脈の波形・RR 間隔変動・血圧・視覚フリッカー値

等の測定を通して科学的な解明を行うことを目的とする。 

 ここで，丹田呼吸法・ヨーガ呼吸法はよく知られた伝統的呼吸法であ

るが、笑い呼吸法は本研究者が最近新たに提案しているものである。ま

た、EQR・MEIL は本研究者が提案する気功を機械化した装置から発生

する外気である。 

 

2.4 特殊感覚の医学利用に関する基礎的研究 

福岡博史 （医療法人明徳会） 

 

 意識にのぼらない微小な刺激及び身体の異常を検知する特殊感覚の応

答が、筋力の変化として捕らえられることは知られている。その医学的

な応用としては、病的部位の診断、薬物の適応等に関して、適切な情報

を伝えられるとの報告はあるが、測定条件等の基礎的な研究がなされて

いない。本法が確立され、広く応用されたときの効用の大きさを考える

と、本研究の重要性は大いなるものと考える。 

 意識にのぼらない特殊感覚の応答を筋力変化により測定、検知する方

法の、測定条件、再現性などに関する基礎的検討を行い、その有用性を

検証する。 

 

 

課題 3 精神心理療法に関する基礎的研究 

内山明彦 （早稲田大学） 

 

 精神現象の一つとして、人間が感覚する「快適性」を一つの指標とし

て取り上げ、これを定量的に計測する医用生体工学的方法を調査・実験

する。例えば、初年度は以下のような種類の刺激における快適性につい

て研究を行う。 

1) 音楽療法の精神心理的効果について、サーモグラフィーによる計測

を行う。 

2)音楽および絵画の鑑賞効果を脈診装置により計測し分析を行う。 

3)アロマテラピーの効果について、血圧、心拍および発汗の面から自律

神経系の状態を計測する。 


